
-60kPaに設定して「真空計」にて吸引圧の測定を行っ

た。

【結果】

「ヨックスS401」はタンク内外の圧力差が吸引圧とな

るため，2.8ATA時の吸引圧は計算上-180kPa以上と

なり，今回使用した「真空計」では測定することができ

なかった。また，ボトルは変形，コントローラーは故

障した。「ヨックスGL S511」は設定できる吸引圧の上

限が-60kPaで，2.8ATA時の測定吸引圧は-52kPaとな

り，破損も変形もしなかった。実験②は表1の結果と

なり，設定吸引圧は測定吸引圧よりも低くなった。

【考察】

「ヨックスS401」は，過度の吸引圧が掛かる可能性

があるため，吸引装置の測定範囲内で慎重に操作・

設定する必要がある。また，過度の吸引圧が掛かっ

た状態で患者様へ使用することは大変危険だと考え

る。「ヨックスGL S511」は，吸引圧の設定が簡便であ

り，高気圧環境下でも安全に使用できると考えられる。

【結語】

高気圧環境下では吸引装置により特性は違うが，

吸引圧が設定した値より低くなることを考慮して使用

する必要がある。

一般演題4-5
高気圧酸素治療装置内における吸引器破損
について

豊冨達智1）　鈴木絵梨1）　市場晋吾1,3）

鈴木健一1）　中山拓也1）　高木　元2）

桐木園子2）　太良修平2）　宮本正章2）

1）　日本医科大学付属病院　ME部
2）　日本医科大学付属病院　循環器内科
3）　日本医科大学付属病院　外科系集中治療科

【背景】

当院の高気圧酸素治療装置内で，治療中に使用し

ていた吸引装置のボトルが破損するという事象があり，

原因究明のため再現実験を行ったので報告する。

【方法】

再現実験には，高気圧酸素治療装置にバロテック

ハニュウダ社製第2種高気圧酸素治療装置「BTH－ 

P2200S型」，吸引装置に株式会社小池メディカル社

製「ヨックスS401」と「ヨックスGL S511」，吸引圧の

測定に日新計器社製の「真空計」を使用した。

実験①では，「BTH－ P2200S型」の圧力を2.8ATA

に保持して，「ヨックスS401」と「ヨックスGL S511」

のコントローラーを最大まで回して吸引を行ったとき

にボトルが破損するか目視にて確認した。実験②で

は，「BTH－ P2200S型」の加圧圧力を1.7，2.0，2.5，

2.8ATAと変化させたときに，各吸引装置を-20，

表1　高気圧酸素治療装置の内圧変化時の動作確認
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